
　暑さも収まり、すっかり涼しくなってきた10月は、
まさに「芸術の秋」。市内では、伝統文化を学び、継
承するさまざまな活動が多く行われています。
　今回は、その一部を紹介します。日本の伝統文化に
ふれ、感じることで、作法だけでなく礼儀や思いやり
が身に付き、日常生活も豊かになります。

【問】生涯学習課(古河庁舎)　 2 2 - 5 1 1 1

  あなたも

 伝統文化に
  ふれてみませんか

～ 生 け 花 教 室 ～
　6月から全11回にわたって中央公民館で開催されている

「古河市伝統文化親子いけばな教室」。草花の生け方を学び
ながら、毎回テーマに沿って表現します。
　8月20日のテーマは「大きな葉で楽しもう」。17人の受
講生は、リンドウやカスミソウなどの草花を使いながら、
思い思いの作品づくりを楽しんでいました。

～ 舞 踊 教 室 ～
　4月から全16回にわたって三和農村環境改善センターで
開催されている「古河わくわく舞踊教室」。未就学児から
小学生まで34人が「十五夜お月さん」「うれしいひなまつ
り」などの唄にあわせて、真剣な表情で踊っていました。
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